
 

令和元年１０月１７日 

 

台風第１９号に伴う令和元年度第２回高等学校卒業程度認定試験 

の再試験の実施について 

 

 

記 

１．日  程 令和元年１１月２３日（土）、２４日（日） 

２．再試験科目及び時間割 

時   間 第１日目（11/23） 第２日目（11/24） 

9：30～10：20 物理基礎 倫  理 

10：50～11：40 現代社会、政治・経済 日本史 A・B、地理 A・B 

12：40～13：30 国  語 世界史 A・B 

14：00～14：50 英  語 生物基礎 

15：20～16：10 数  学 地学基礎 

16：40～17：30 科学と人間生活 化学基礎 

・時間割は本試験の１１月９日（土）、１０日（日）と同じ 

３．再試験会場及び対象となる都県 

（１）再試験会場 

 宮城県、茨城県、東京都、長野県 

（２）対象となる都県（令和元年１０月１４日現在） 

    岩手県、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、東京都、神奈川県、 

新潟県、山梨県、長野県、静岡県 

・「対象となる都県」とは、災害救助法が適用されている市区町村が所在する都県 

・災害救助法適用状況：http://www.bousai.go.jp/taisaku/kyuujo/kyuujo_tekiyou.html（内閣府ＨＰ） 

令和元年１１月９日（土）、１０日（日）に実施する令和元年度第２回高等学校卒業

程度認定試験について、台風第１９号の影響により、やむを得ず受験できない方を対象

に、下記のとおり再試験を実施することとします。 

再試験は、再試験申請書の提出があった方を対象に、全国４会場で実施しますが、会

場名・場所については、対象者に直接通知します。 



 

 

４．対 象 者 令和元年度第２回高等学校卒業程度認定試験の受験票の発送を受けたにも

関わらず、台風第１９号によりやむを得ず同試験を受験できない方であっ

て、次のいずれかに該当するものとして申請の提出があった方 

（１）災害救助法が適用されている市区町村に在住する方 

（２）その他、台風第１９号の発生に起因する正当な理由を有する方 

※申請書の提出期限：令和元年１１月８日（水）〆切 

 

５．結果通知 令和元年１２月１２日（木）発送予定 

 

 

 

 

 

 

＜担当＞ 総合教育政策局生涯学習推進課 

  課長補佐      石川（内線 3721） 

  認定試験第二係主任 嘉数（内線 2024） 

   電話：03－5253－4111（代表） 

      03－6734－3267（直通） 



フ リ ガ ナ

氏       名

生年月日

〒　　　―

電話番号　　　（　　　　）

〒　　　―

電話番号　　　（　　　　）

〒　　　―

電話番号　　　（　　　　）

　（受験票をお届けする住所を記載してください。）

宮城県　・　茨城県　・　東京都　・　長野県受 験 地
（必須）

（どちらかを選択し○をつけてください）

本 籍 地
（必須）

都・道・府・県　

（令和元年　　月　　日　申請）

（記載例）・避難の途中で転倒し、負傷してしまい、受験することができないため。
（記載例）・台風によって自宅の○○が損壊してしまい、未だ復旧作業が必要で、受験することができないため。

【郵 送 先】〒100-8959  東京都千代田区霞が関3-2-2
                文部科学省総合教育政策局生涯学習推進課認定試験第二係
【FAX送信先】03-6734-3272 ※送信後、送信した旨を必ず下記までご連絡ください。

【お問合せ先】文部科学省総合教育政策局生涯学習推進課認定試験第二係
       （電話番号）03-5253-4111（内線2024、2590）
       ※平日9:30～18:15（平日の時間外、土日祝日を除く）

令和元年度第２回高等学校卒業程度認定試験再試験申請書

（締切：令和元年１１月８日（水）消印有効）

　私は、台風第１９号により被災し、令和元年度第２回高等学校卒業程度認定試験に受験することが出来ません
ので、下記のとおり再試験を申請します。

　明治・大正・昭和・平成　　年　　月　　日

※ 再受験を実施する判断事由となりますので、必ず記載してください。

台風第１９号に伴い令和元年度第２回高等学校卒業程度認定試験の受験が困難な理由

現 住 所
（必須）

　（令和元年度第２回試験の願書に記載した住所を記載してください。）

　（住居が被災し、現在のお住まいが上記の現住所と異なる場合のみ記載してください。）

避難場所
住　　所

受　験　票
送　付　先
住　　所
（必須）


